
が所属するアソシア・ソーシャルサ

ポート川西は、地域の障がいのある人

の暮らしや、就労に関する相談、困り事や福

祉サービス利用などに関する相談窓口の事業

所として活動しています。在籍スタッフの多

くは相談支援専門員の資格を有しており、福

祉サービス利用の手続きを主として活動する

スタッフと、生活や就労など福祉サービス以

外の総合的な相談を担うスタッフで構成され

ています。人によっては、事業所まで足を運

んでの相談が難しい方もおられますので、電

話相談の他にも、自宅に伺ってお話をさせて

貰う事もあります。相談内容の中では、私達

だけでは解決が難しい事もありますが、人と
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振り向けばいつの間にか 6 回目を迎えていた本誌。「何かネタはない？」「イベントの予定は？」「表
紙どうする !?」とうろたえながら、弊社の各事業所やスタッフの中に眠るホットな想いを起こし、
発信できればと本誌の編集をさせていただいています。この場をかりて、執筆協力をいただいて
いるスタッフへの感謝と、本誌を読んでいただくすべての皆様に感謝申し上げます。また、次年
度も「アソシアジャーナル」をよろしくお願いいたします。

執筆者：広報 與那覇 滉矢

Associa Staff 高橋 徳之
所属：ホイスコーレ沖縄

TAKE
FREE

インスタグラムで情報配信中

ジョブ川西 ホイスコーレ神戸

ハローワークを利用していたとき、

担当の方からアソシアを紹介して

いただき、見学することになりま

した。施設がキレイなことや、ス

テップアップを目指せること、雰

囲気が心地良くて通所を決めまし

た。元々は仕事をする気もなく、

事業所に通う気もなかった自分が、

今は 1 年以上も続けることができ

たのはスタッフさんたちの支えが

あったからだと思います。また、

自分自身の心の成長もあったかと

思います。白黒思考だったのが和

らぎ、気持ちも少し楽になりまし

た。仕事することへの気持ちも前

向きになり始めています。生活習

慣や精神面や体力面など、まだま

だ自分にとっての課題もあります

が、「時給」のある職場で働いて自

立するという夢のために、今日も

頑張って日々の作業に取り組んで

います。

協力：ファクトリークー川西 利用

Sさん（26歳）

健常者として 21 年、障がい者になって 21 年目のネオハーフ。大学 3 年時、

事故で障がい者デビュー。人生初の車椅子生活はどうすれば『障がいを隠

せるか』『障がい者に見えないか』ばかり考え、カモフラージュに奔走し

ていました。社会に出る自信などあるはずも無く考え抜いた結果、

大学で学んだ浅はかな経営学を基に飲食店を営むことにしまし

た。この時、健常者時代より多くの人と出会いを重ね世界が広がり、

障がいを負って良かったとは思えないが、事故後歩んできた中で出

会った人、全員と出会えなかったと考えると『この人生でも悪くない』

と思えるところまできました。今後どんな困難が自分を打ちのめし、

そしてどのように立ち上がるのかニヤニヤしている自分がいます。

Interview
アソシアを利用されている
方へのインタビュー

相談支援専門員って
何をする人？
キーワードは「繋がり」
あまり馴染みがないかもしれません
が実は地域の障がいのある方の相談
窓口として日々駆け回っています。

私

人とが繋がっていけるようにサポートさせて

貰う事が私達の役割の一つでもあります。

　例えば、就労に関する相談では、ハローワー

クや若者サポートステーションなど就労に関

する相談機関の情報をお伝えしたり、必要な

時には同行したりします。経済的な面に関す

る相談では、障害年金申請のサポートや社会

保険労務士など専門職の方にお繋ぎするなど、

ご本人と相談をしながら進めていきます。ど

んな事を、誰に、どのように相談したらいい

のか、分からない中で日々悩んでいる方もお

られるかと思います。そんな時に、解決に向

け伴走者となっていく存在が相談支援専門員

だと感じています。地域によって、相談事業

所の数や仕組みに違いはありますが、皆さん

がお住まいの地域にも、身近に相談出来る事

業所があるかもしれません。いきなり直接相

談はしにくい、そう思い悩まれている方も一

度、市役所のホームページや広報を確認して

みてください。一つの出来事、人との繋がりが、

一歩前に進んでいくきっかけになるかもしれ

ません。

執筆者：ソーシャルサポート川西 林本 真志
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